
9：00～9：50
情報活用　経営分析
座長：中村　洋一（茨城県立医療大学　名誉教授）

演題番号 演　題　名 演　者 所属施設名

2-7-1-1 当センターへ紹介された肺がん患者の診療内容の検討 中村　由里 大阪国際がんセンター　医療情報部　兼　
事務局医事グループ

2-7-1-2 当院でのくも膜下出血の急性期在院日数と在宅復帰
率について 古谷　和絵 公益財団法人唐澤記念会　大阪脳神経外

科病院

2-7-1-3 当院における地域包括ケア病棟の現状と今後の課題 小田　啓義 小郡第一総合病院　医事課

2-7-1-4 当院における病床機能転換後の現状分析と課題につ
いて 大嶋　悠一 くまもと森都総合病院

2-7-1-5 肺がんの生存日数に影響する因子に関する検証 花岡ちか子 国立病院機構　岩国医療センター　医療
情報管理室

2-7-1-6 複雑性係数向上を中心とした病院経営改善の取り組み 福西　茂樹 社会医療法人同仁会　耳原総合病院

9：55～10：45
教育　専門学校・大学等
座長：小坂　清美（大阪医専　講師）

演題番号 演　題　名 演　者 所属施設名

2-7-2-1 「がん登録実務　初級者認定試験」授業への取組み 伊谷恵津子 学校法人専門学校　名古屋医専

2-7-2-2 診療情報管理系基礎演習における「プロジェクト学
習」導入の取り組み 上門　　要 名桜大学　国際学群　経営情報教育研究

学系

2-7-2-3 多様な業務に適応できる人材教育の実践 有吉　澄江 学校法人山陽女学園　山陽女子短期大学　
人間生活学科・専攻科　診療情報管理専攻

2-7-2-4 診療情報管理士養成大学における病院実習評価の特
徴と影響要因 樫村　菜穂 川崎医療福祉大学　医療福祉マネジメン

ト学部　医療情報学科

2-7-2-5 専門分野12章「国際統計分類2」におけるコーディ
ングノート利用と、認定試験対策についての考察 小野　万琴 医療法人社団慈恵会　神戸総合医療専門

学校　診療情報管理士科

2-7-2-6 診療情報管理士指定専門学校教育現況調査アン
ケート報告 小野　万琴 医療法人社団慈恵会　神戸総合医療専門

学校　診療情報管理士科

一般演題
9月20日（金）　第7会場（ルーム9）

10：50～11：30
教育　専門学校・大学等、教育　卒後教育
座長：渡邊　佳代（川崎医療福祉大学　医療情報学科　准教授）

演題番号 演　題　名 演　者 所属施設名

2-7-3-1 当院における病院実習計画の変遷と今後の方向性 佐久間智裕 独立行政法人労働者健康安全機構　千葉
労災病院

2-7-3-2 アンケート調査からみた診療情報管理士の卒後教育
に関する一考察 伊藤　由美 国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研

究科　診療情報アナリスト養成分野

2-7-3-3 データ分析と評価のできるがん登録実務者育成のた
めの教材開発 坂本千枝子 国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研

究科　診療情報アナリスト養成分野

2-7-3-4 当院における診療情報管理士キャリアラダーの作成 下見　千寿 中国電力株式会社　中電病院　医療支援科

2-7-3-5 付属病院群における診療情報管理士勉強会の取り組
みについて 西山　千暁 東海大学医学部付属病院　診療情報管理課

13：00～14：00
あしたを担う診療情報管理士の活躍
座長：桵澤　邦男（東北大学大学院医学系研究科・医学部　公共健康医学講座　医療管理学分野　助教）

演題番号 演　題　名 演　者 所属施設名

2-7-4-1 診療録の検索により定義副傷病名の漏れをチェック
するシステムの開発 東　　陽平 十和田市立中央病院　診療情報管理室

2-7-4-2 診療情報管理士の統計学的知識を生かした臨床研究
活動 －他職種連携による臨床研究の推進－ 平岡紀代美 独立行政法人国立病院機構　姫路医療セ

ンター

2-7-4-3 診療情報からエビデンスを導出可能な統計データマ
ネジメント部門の活動実績 小原　　仁 久留米大学　バイオ統計センター

2-7-4-4 多職種連携によるカテーテルアブレーション術前の
休薬適正化に向けた取り組み 竹田　博美 長野医療生活協同組合　長野中央病院　

心臓病センター科

2-7-4-5 診療情報管理士のクリニカルパスを通じた介入によ
る薬物療法の適正使用の推進 斎藤　秀明 高知県・高知市病院企業団立　高知医療

センター

14：05～15：05
あしたを担う診療情報管理士の活躍
座長：中川原　譲二（大阪なんばクリニック　院長）

演題番号 演　題　名 演　者 所属施設名

2-7-5-1 くも膜下出血患者における患者居住医療圏と施設所
在地医療圏の分析に関する考察 本野　勝己 川崎医療福祉大学　医療福祉マネジメン

ト学部　医療情報学科

2-7-5-2 自施設におけるAYA世代がん診療実態アンケート
調査の実施 横井　美加 独立行政法人国立病院機構　名古屋医療

センター

2-7-5-3 特定フィブリノゲン製剤・特定血液凝固第IX因子
製剤投与に係る診療記録調査の取組み 福田　成美 島根県立中央病院　情報システム管理室

2-7-5-4 看護必要度 I と II における評価項目一致率に関する
検証 工藤　大輔 戸田中央医科グループ　一般社団法人

TMG本部　業務部

2-7-5-5 当院における特定フィブリノゲン製剤の診療記録へ
の記載と投与の傾向 内谷　隆之 島根県立中央病院　情報システム管理室




